
包茎手術を受けられる方へ(説明・同意書) 

手術日：    年    月   日 

 

【手術に当たって】 

健康保険の適応にならない仮性包茎に対して、当院では自費での包茎手術を行っていま

す。 

受診にあたっては、羞恥心、恐怖心を感じられたことと存じます。 

そのような患者様の気持ちに応えるべく、我々も全力で、可能な限り丁寧・安全に手術を

行います。 

しかし、全ての手術にはリスクが伴います。傷跡が残る場合や、思ったような形にならな

い場合もあります。 

通常、傷が消えるのに 1 カ月程度、感覚が馴染むのには 3 か月程度要します。 

必ず下記の注意事項を熟読いただき、ご納得いただける場合にのみ、手術を行います。 

手術前・後いつでも、心配なことがあればご相談に応じます。 

 

【料金】 

10 万円（税込） 

手術前検査、診察、薬品代など全て含みます。 

追加費用はかかりませんが、合併症に伴う追加治療に対して実費をいただく場合がありま

す。 

 

【手術方法】 

時間は 30 分～60 分です。 

原則、日帰り手術です。 

麻酔は麻酔シール、局所麻酔で行います。 

局所麻酔はかなり細い針を使用しますが、最初に刺すときは痛みがあります。 

手術中に痛みがあることは殆どありませんが、触られている感覚はあります。 

痛みがあれば遠慮なくおっしゃってください。 

 

下の図のように、環状切除術を行います。 

※癒着がかなり強い、あるいは通常の形態と著しく異なる場合、環状切除できないことが

あります。その際は、切開のみ行い、後日浮腫が引いた後に改めて環状切除を行います。

この場合は再度料金が発生します。 



 

 

余っている包皮を、一周、帯状に薄く切除し、上下で縫い合わせます。 

縫合には溶ける糸を使用します。 

切る位置は亀頭直下の 5～7mm程度下になります。 

亀頭直下で切ると、傷跡が突っ張り、機能障害が起こりやすくなりますのでお勧めしませ

んが、ご希望であれば亀頭直下の切開でも可能です。 

切る皮の量は個人差がありますが、突っ張りすぎない程度で行います。 

包皮小帯(いわゆる裏筋)は温存します。 

 

【合併症】 

・痛み：ほぼ全例に起こります。軽度の痛みが 2-3日続きます。痛み止めを処方していま

すが、実際に痛くて内服される方は全体の５割程度です。 

・浮腫：術後 1週間程度、むくみがあります。これはほとんどの場合一時的です。血腫

(血の塊)が原因でむくんでいる場合、再手術が必要になる場合があります(100人に 1人程

度)。 

・出血：軽い出血があります。にじむ程度で、だらだら出続けていなければ、様子を見て

大丈夫です。 

・感染症：かなり稀ですが、発熱、膿などがあれば抗生剤の投与、再手術を行います。 

・ケロイド：稀ながら体質的に、手術跡が盛り上がってしまう方がいます。ご希望があれ

ば再手術しますが、その場合は再度料金がかかります。 

・勃起不全、感覚障害：かなり稀ですが、神経を損傷して勃起不全、感覚障害が起こるこ

とがあります。いずれも時間経過とともに改善する場合が多いです。 

 



【手術までの流れ】 

〈初診時〉 

手術について医師より説明します。 

簡単な診察の後、血液検査を行い、感染症、基礎疾患が無いかチェックします。 

 

〈手術前日〉 

手術までは可能な限り健康管理に努めてください。 

前日は飲酒、喫煙を控えてください。 

内服薬中止は、別途指示に従ってください。 

 

〈手術当日〉 

来院前に入浴し、陰毛を全て剃毛してください。 

※手術後、48時間シャワー不可です。 

来院、帰宅時は自家用車の運転を避けてください。 

食事は手術開始時刻の 4時間前、飲水は 2時間前までとします。 

手術時刻の 30分前までに来院してください。 

来院後、手術着に着替え、麻酔シールを貼ります。 

点滴をとり、手術室に入室します。 

手術時間は 30-60分程度です。 

手術終了後、問題なければすぐに帰宅できます。 

 

〈手術後〉 

手術はガーゼを巻いた状態で終了します。 

手術後、30分程度休憩いただき、問題なく歩行できれば帰宅可能です。 

 

歩行、事務作業、飲食は手術直後からこれまで通り可能です。 

シャワー、風呂→翌日診察以降 

走る、自転車などの軽い運動、アルコール、喫煙→1週間後から。無理のない範囲で 

性行為(自慰行為を含む)、激しい運動→1週間後の診察でお伝えします。通常は 2～4週間

後からになります。 

 

 

手術翌日に診察にお越しください。 

翌日診察以降、ご自身でシャワー後の軟膏、ガーゼ交換をしていただきます(説明いたし

ます)。 

1 週間後、1か月後と合計 3回診察にお越しください。 



どうしても受診が難しい場合はご相談ください。 

 

痛み止めを処方していますが、足りない場合はおっしゃってください。 

通常は 2-3日分の痛み止めで十分ですが、追加処方の場合は実費がかかります。 

 

溶ける糸を使用しているので抜糸は不要ですが、人によっては糸が 4週間程度残ります。

気になる場合は抜糸できますのでおっしゃってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同意書 

             丹後中央病院 殿 

 

以上の説明をよく読み、起こり得る合併症についても理解しました。 

上記表記内容の手術を受けることに同意します。 

 

担当医師： 泌尿器科  

 

 

                                20   年   月  日 

 

本人名前： 

 

住所： 

 

電話： 

 


